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Ⅰ 西北の社会教育の状況

１ 西北の課題

学びを生かしたつながりの形成

２ページ「参考 社会教育推進状況の推移」のとおり、今年度は、ほとんどの重点に

おいて昨年度の数値を上回りました。中でも、〔重点１ 学校・家庭・地域の連携・協

働による未来を担う人財の育成〕の平均値は「２．８６」と非常に高く、コミュニティ

・スクールと地域学校協働活動の一体的推進を意識した取組が多く行われるとともに、

こどもの体験活動が充実していた成果だと考えます。地域住民がこどもたちの教育活動

に参画することで、こどもたちの学びが充実するのはもちろんですが、住民同士のつな

がりも生まれます。地域社会との様々なかかわりを通じて、こどもたちもまた、これか

らの時代に必要な力や、地域への愛着と誇りをもつようになります。今後も、学校と地

域との連携・協働体制を構築し、地域が人を育て、人が地域をつくる好循環を実現する

ことが必要です。

管内においては、地域住民のニーズに対応した様々な学びの機会が設定されており、

特に高齢者の学びが充実しています。人生１００年を見据えたライフサイクルの中では、

若年期に身に付けた知識や技能だけで生き抜くことは不可能であり、生涯を通じて時代

の変化に応じたスキルや知識を獲得していくことが必要です。今後も、だれもが生涯に

わたって意欲をもって学び、教養や能力を高め、活躍していく環境づくりに取り組んで

いくことが重要です。

少子高齢化や人口減少など、社会を取り巻く環境は急激に変化しており、地域コミュ

ニティの活性化は喫緊の課題となっています。社会の変化に対応した様々なテーマにつ

いて共に学び合い、その学習成果を地域づくりにつなげていくことも重要です。

２ 特に推進すべき事項

西北の課題解決に迫るために、特に推進すべき事項として、以下４つを掲げました。

各市町においては、これら４つの事項に照らして、地域の特色を生かした様々な事業が

計画・実施されました。

１ 地域人財の発掘・育成

２ 学校・家庭・地域の協働

３ 家庭教育支援の充実

４ 関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進

※ 各市町の具体的な取組については、「Ⅲ 特に推進すべき４つの事項について各

市町教育委員会の取組」に掲載しました。



Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

全体平均 全体 2.70 2.75 2.58 2.63 2.70

〔重点１〕学校・家庭・地域の連携・協働
による未来を担う人財の育成

重点１ 2.81 2.82 2.66 2.76 2.86

〔重点２〕地域の強みを生かした地域づく
りを担う人財の育成
※Ｒ６…活力ある持続可能な地域づくりに向
けた人財の育成

重点２ 2.32 2.29 2.16 2.35 2.42

〔重点３〕人生１００年時代の学び直しや
生涯学習の推進
※Ｒ６…生涯を通じた学びと社会参加の推進

重点３ 2.64 2.67 2.47 2.58 2.70

〔重点４〕社会教育推進のための基盤整備 重点４ 2.78 2.90 2.64 2.63 2.70

〔重点５〕伝統芸能の継承と文化財の保護 重点５ 2.65 2.77 2.73 2.74 2.87

〔重点６〕スポーツの推進 重点６ 2.83 2.84 2.63 2.74 2.67

　                   参考　　　　　社会教育推進状況の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　赤字…今年度の変更部分
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管内社会教育関係課長・公民館長等及び
社会教育担当者会議

５月２３日（金）五所川原市中央公民館
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Ⅱ 西北教育事務所主管事業

１ 管内社会教育関係課長・公民館長等及び社会教育担当者会議

【趣 旨】

西北管内の社会教育関係課長・公民館長等及び社会教育担当者に対し、県教育委員会

が行う令和７年度の社会教育に関する事業等について共通理解を図り、その円滑な運営

に資するとともに各市町の社会教育の活性化を図る。

【概 要】

〇 日 時 令和７年５月 23 日（金） 13：30 ～ 15：40

〇 場 所 五所川原市中央公民館

〇 対 象 生涯学習・社会教育関係課長、文化財関係課長、公民館長、図書館長、

博物館長、社会教育・社会体育関係担当職員等

〇 参加数 34 人

〇 内 容 ・西北教育事務所より「社会教育行政の方針と重点」・今年度の事業に

ついて説明

・県総合社会教育センター・梵珠少年自然の家より各事業の説明
・情報提供
「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進に向けて」

生涯学習課 指導主事 成田 邦彦 氏
・情報交換（各市町より目玉事業の紹介）

【成果と課題】

管内の社会教育担当者が一堂に会し、管内の課題や推

進すべき重点を確認できただけでなく、担当者同士のネ

ットワークを構築するきっかけとなった。また、県生涯

学習課・社会教育センターとのつながりもでき、行政・

関係機関・他市町との連携・協力体制づくりの一助とな

った。情報交換では、各市町の特徴ある事業を紹介し合

うことで、住民が意欲をもって参加できるような研修会

や学習機会の設定に関わるヒントを得ることができた。

２ 放課後児童対策に係る支援員等研修会

【趣 旨】

放課後児童対策事業関係者を対象として、事業実施上の諸課題解決とこどもの健やか

な成長につながる放課後活動の在り方をテーマとした研修会を実施する。また、本研修

会を通して、地域でこどもを育てる環境づくりと事業関係者の資質の向上を図る。

【概 要】

⑴ 前期研修

〇 日 時 令和７年５月 30（金）９：20 ～ 11：30

〇 場 所 柏ふるさと交流センターハーモニー未来館
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〇 対 象 放課後児童クラブ関係者、放課後子ども教室関係者、地域学校協働

本部関係者、児童館関係者等

〇 参加数 119 名

〇 内 容 講義・演習 「こどものために、大人が出来ること

～とっさの時あなたは何が出来ますか？」

講師 日本赤十字社青森県支部 事業推進課

Technical adviser 山野内 博見 氏

（他 赤十字救急法ボランティア指導員 ２名）

⑵ 後期研修

〇 日 時 令和７年 10 月３日（金）９：20 ～ 11：30

〇 場 所 柏ふるさと交流センターハーモニー未来館

〇 対 象 前期研修に同じ

〇 参加数 87 名

〇 内 容 講義・演習 「こどもが夢中になる工作」

講師 青森県立三沢航空科学館 科学実験工房

インストラクター 盛田 洋介 氏 浅沼 直樹 氏

【成果と課題】

⑴ 前期研修

心肺蘇生法やＡＥＤの使い方に加えて、応急処置の仕方につい

ても講義・演習を行った。過去に、救命講習を受けたことのある

参加者も多かったが、繰り返し学ぶこと・新たな知識を得ること

の大切さを確認できた研修となった。参加者の満足度は、「満足」

と「おおむね満足」を合わせて 100 ％であり、乳幼児・児童の人

形を使用した演習等、現実感のある演習だったことが高評価につ

ながった。危機管理に対する前向きな感想が多く寄せられ、本研

修のねらいに迫ることができた。

⑵ 後期研修

室内での遊びが多くなる冬季に向けて、身近なものを使

って簡単にできる工作をテーマとして開催した。もの作り

が苦手なこどもも、工作の楽しさ知り、夢中になって作っ

たり遊んだり出来るようにするためのコツや支援の仕方に

ついての説明もあり、参加者にとって学びの多い研修会と

なった。参加者の満足度は、「満足」「おおむね満足」合わ

せて 100 ％であった。材料がすぐ手に入り簡単にできた

ことと、今後のこどもたちへの支援の仕方について具

体的にイメージできたことも高評価につながったと思

われる。自由記述からも、参加者にとって充実した研

修となったことが推察される。

参加人数が増加するよう、研修会の目的についての

周知に努めるとともに、参加意欲を高める研修となる

よう、講師選定等、研修内容を工夫していきたい。
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１ スポーツ推進委員西北地区研修会

【趣 旨】

健康の増進と体力の向上及び明るく楽しい活力ある生活を営もうとする住民の願い

に対応するために、地域における生涯スポーツ推進の核となるスポーツ推進委員及び

社会教育担当者の資質の向上を図る。

【概 要】

〇 日 時 令和７年７月４日（金）13：20 ～ 15：30

〇 場 所 深浦町役場 町民文化ホール

〇 参加数 40 人

〇 内 容 講義・実技「運動は魔法のくすり」

講師 青森県立中央病院 健康推進室

健康運動指導士 西村 司 氏、境 沙織 氏

【成果と課題】

参加者アンケートの結果は、「満足」と「お

おむね満足」を合わせて 100 ％であった。研修

会の前半、健康と運動の結びつきについて講義

を受け、根拠をもって後半の運動に取り組んだ

ことや、経験豊富な講師によって、終始笑いを

交えながら楽しく行われたことが、参加者の満

足感につながった。多少息が上がりながらも休

まず運動に取り組む様子とアンケートの「周り

にも伝えていきたい」という感想が多かったこ

とから、研修会の内容は参加者にとって有意義

なものであったことが推察される。

平日の開催であることから、仕事をもつ推進

委員にとっては参加が難しいという意見をいた

だいた。次年度は土・日に開催できるよう日程

を調整し、さらに多くの参加へとつなげたい。

４ 社会教育関係教育委員会訪問

【趣 旨】

⑴ 前期訪問

・管内教育委員会における社会教育計画策定状況や職員体制と業務内容等について

把握する。

・教育事務所と管内教育委員会における事業内容を共通理解し、今後の方向性につ

いて協議する。

⑵ 後期訪問

・管内教育委員会における社会教育の推進状況等を把握するとともに、課題解決の

方策を探る。

・次年度から始まる予定の事業及び委託事業について情報提供をする。
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【概 要】

⑴ 前期訪問

〇 日時・会場・市町出席者

訪 問 日 10:00 ～ 11:30 13:30 ～ 15:00

５月 21 日（水） 板柳町（あぷる） ５人 鶴田町（町役場） ４人

５月 22 日（木） 深浦町（町役場） ６人

５月 28 日（水） つがる市（松の館） ６人 鰺ヶ沢町（町役場） ６人

５月 29 日（木） 中泊町（町役場） ６人 五所川原市（市役所） ９人

〇 訪問者 所長・教育課長・主任指導主事兼副課長・社会教育担当・指導主事

〇 内 容 ・西北教育事務所からの説明（今年度の方針と重点、課題、特に推進す

べき事項、社会教育関係事業及び情報提供）

・市町教育委員会からの説明（社会教育行政の課題・今年度実施予定の事

業と改善点）

・全体協議（「特に推進すべき事項」等について）

⑵ 後期訪問

〇 日時・会場・市町出席者

訪 問 日 10:00 ～ 11:30 13:30 ～ 15:00

12 月３日（水） 鶴田町（町役場） ３人 つがる市（松の館） ３人

12 月４日（木） 深浦町（町役場） ５人 鰺ヶ沢町（町役場） ５人

12 月 10 日（水） 中泊町（町役場） ７人

12 月 16 日（火）板柳町（あぷる） ４人 五所川原市（市役所） ７人

〇 訪問者 教育課長・主任指導主事兼副課長・社会教育担当

〇 内 容 ・西北教育事務所からの説明（本県及び西北管内の社会教育の取組状

況について・次年度実施予定の事業等）

・市町教育委員会からの説明（今年度実施事業の成果と課題・次年度実施

予定の事業等）

・全体協議（「西北の課題」・「重点」への取組状況等について）



８年ぶりに開催された
鰺ヶ沢町白八幡宮大祭
８月１４日～８月１６日
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Ⅲ 特に推進すべき４つの事項について各市町教 

  育委員会の取組  

◇五所川原市教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名 スポーツフェスティバル事業 

 ⑴ 目的 

   幅広いスポーツ・レクリエーション活動を体験できる場をつくり、生涯にわたり、

健康でいきいきとしたスポーツライフの実現ができるようスポーツ・レクリエーシ

ョン活動を普及・振興することを目的とする。 

 ⑵ 事業内容 

   小中学生の子どもたちを対象として、五所川原市スポーツ推進委員による野球、

卓球、バレーボール、バスケットボール、陸上、サッカー、スポンジテニス、バドミ

ントン、ヨガ、軽スポーツ等のスポーツ体験を行った。 

 

成果と課題 

  今年度新たに４名のスポーツ推進委員を迎え、指導できる競技の幅が広がったこと

から、この企画を計画した。事務局はイベント周知や全体統括を行い、スポーツ体験は

全て委員のみで対応した。当日は、予想を超える参加者数だったが、委員が臨機応変に

対応し、楽しく活動することができた。また、子どもたちに実際に指導することで、さ

らに指導力の向上意欲を高めるきっかけとなったと感じる。 

イベントを通して、人財を活用したスポーツ普及事業の新たなアイデアのヒントを

得られた。 

現在は人財に恵まれているが、これは永久的なものではないため、スポーツ推進委員

事業を充実させたり、情報を発信したり、クラブチーム等とのコミュニケーションを大

切にしたりするなど、人財の確保を続けていく必要がある。 

 

 

学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 

１ 事業名 地域学校協働活動事業 

 ⑴ 目的 

 地域と学校が連携し、子どもたちの学びや成長を 

支えることを目的とする。 

 ⑵ 事業内容 

 令和７年度は 10月から１名増え、小学校７校、  

地域学校協働活動推進員９名を配置した。 
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 今年度も新規地域学校協働活動推進員を含めた  

市独自の研修会・情報交換会を実施し、地域学校  

協働活動推進員の資質向上に努めた。 

 各学校において定期的に会議を開催するととも 

に、学校と地域の間に立って連絡調整、情報共有  

などコーディネートすることで、地域住民やボラ 

ンティア活動を進めた。 

 

 

成果と課題 

研修会・情報交換会では、各学校の現在の活動状況の情報共有とともにそれぞれの地

域学校協働活動推進員が持つ悩みを出し合い、解決の方向性を見いだせた。 

 

活動を活発にするにはボランティアの確保が必須であるが、日中活動してもらえる

ボランティアは限られており、確保することが難しい。ＰＴＡのボランティアとして活

動していただいていた方に子どもが卒業した後も活動していただけるよう卒業前に地

域学校協働活動推進員から直接お願いをし、ボランティア名簿にたくさんの方に登録

してもらうことはこれからも重要課題である。 

 

また、地域学校協働活動推進員を市内全小中学校に配置することが目標であるが、配

置を希望しても人材確保が難しい状況が続いている。 

 

家庭教育支援の充実 

関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

１ 事業名 公民館まつり 

 ⑴ 目的 

   市民の学びのきっかけづくりとして、学習活動や仲間  

  づくりを楽しみ、教養を高め、学びの輪を広げることで、  

  生涯学習に対する理解や関心を高めることをねらいと 

  し、中央公民館にて開講している市民講座「みんなの教 

  室」の、令和７年度の学びの集大成を発表し、今年度の 

  教室で得た成果を広め、受講生には来年度の課題や目標 

  づくり、来場者には新たな学びへの気付きを得てもらう 

  ことを目的とする。 

   また、大人だけでなく、子どもたちも楽しめるアトラ 

  クションコーナーを設け、幅広い世代が、教養を高めな 

  がら交流することを目的とする。  
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 ⑵ 事業内容 

 みんなの教室の盆栽教室、書道教室、手編み教室、 

パッチワーク教室は、作品を展示した。囲碁教室、エ 

ンジョイスポーツ教室、ヨガ教室、遠州流茶道教室で 

は、参加者が体験できるコーナーを開設した。ストレ 

ッチ体操教室、津軽三味線教室は、日ごろの成果をス 

テージ発表した。また、みんなの教室以外で市内で活 

動するコーラス、舞踊、民謡、歌謡の団体が参加し、 

ステージを盛り上げた。 

  

 日本赤十字五所川原奉仕団五所川原分団による、軽 

食コーナー、災害時でも食べられる防災スイーツづく 

り、五所川原市連合婦人会による昔遊び、青森県青少 

年健全育成推進員五所川原市協議会によるバルーンア 

ートづくりとスマホに潜む危険コーナー、ごしょがわ 

ら子ども読書活動推進実行委員会による読み聞かせ、 

ＡＬＴによる英語でゲームコーナーなど、多くの関係 

機関の協力を得て実施した。 

 

 スマホに潜む危険と題し、スクリーンタイムの見直  

し啓発のためのポスター掲示をしたコーナーでは、読 

んでいただいた親子にスクリーンタイムなどのルール 

を書いていただき粗品を渡した。来場者のほとんどが 

小学生で、スマホを持っていないため、タブレットの 

使用ルールを書いていただいた。 

 

 

 

 

 

成果と課題 

公民館まつり単独の開催の場合、約 1か月前に開催する

市民総合文化祭とほぼ内容が同じであるため、客足が伸び

ず、苦労していたが、子どもフェスティバルを含んで開催

したことによりこれまで参加していなかった年齢層が来

るようになり集客につながった。 

 

教室受講生、参加者共に同じ趣味の分野の他団体に触れ

ることにより、一層教養を高め合うきっかけになった。 

子どもフェスティバルにとっても公民館まつりの一部

となることでこれまで来場していない年齢層がコーナー

を訪れ、一定の効果があった。                          
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しかしながら、子どもにとってまだ理解が難しい教室

や、逆に大人にとって子ども向け過ぎるコーナーなど、行 

ってみなければわからない場面があったため、今後は参加

者が予め情報を得られるよう、コーナーの説明を記載した

用紙を配布する必要があると感じた。 

 

また、参加者から、子どもでも大人の教室を多く体験し

てもらえるよう、スタンプラリーを復活させてはどうかと

いう意見があった。 

 

来年度以降は、まずは興味を持ったコーナーを訪れやす

くするための工夫をして実施したいと思う。 

 

 

 

 

公民館まつり 館内図 
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◇つがる市教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名 つがる市長寿大学 

 ⑴ 目的  

  急激に変動する社会の中で、高齢者一人ひとりが充実した日々を送り、社会適  

 応の学習ならびに自主活動を通して、必要な教養や生活能力を習得し、仲間づく 

 りをすすめ、地域における自主的活動を推進する。 

 ⑵ 事業内容 

   ５月～１１月まで月１回開催する。 

 

２ 事業名 郷土学習講座  

 ⑴ 目的 

   郷土の歴史や文化、自然について学ぶことにより、ふるさとへの理解と愛着を 

  深め、地域を大切にする心を育てる。 

 ⑵ 事業内容 

   地元講師から郷土学習講座を年１０回開催。 

 

成果と課題 

 高齢者を中心とした学習機会の提供により、学びや交流を通じて生きがいや健康

維持への意識が高まり、社会参加の促進につながっている。また、つがる市の歴史

や文化に精通した市民講師による学習会を実施することで、郷土への理解と愛着を

深めるとともに、地域に根ざした人財の活躍の場を創出し、仲間づくりや地域の支

え合いの促進に寄与している。 

 参加者が固定化しやすく、新規参加者や比較的若い高齢層（前期高齢者）の参加が

少ない状況にある。また、講座テーマが類似しやすく、受講意欲の継続や多様化す

る学習ニーズへの対応が課題となっている。加えて、市民講師についても後継者の

確保・育成が十分とは言えず、将来的な人財の継承に向けた仕組みづくりが求めら

れている。 

 

 

学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 

１ 事業名 市民講座 

 ⑴ 目的 

   市民の主体的な学びを促進し、地域の学習文化の醸成にも寄与する。 

 ⑵ 事業内容 

   令和７年度はジュニアアスリートのための食事と補食講座を行った。 
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家庭教育支援の充実 

１ 事業名 家庭教育支援団体：mamasun Angels が主体となり多様な事業を開催 

 ⑴ 目的  

   家庭教育支援団体 mamasun Angels が主体となり、子育て世代を中心に多世 

  代が交流できる場や、発達障害への理解促進、読書活動の推進、食を通じた地域 

  のつながりづくり等の多様な取組を実施することで、家庭の孤立化を防ぎ、子育 

  てに関する不安や課題を共有・解消できる環境づくりを図る。 

  あわせて、子どもから高齢者までが世代や立場を超えて関わり合い、地域全体  

 で子どもの育ちと家庭教育を支える仕組みを構築することを目的とする。 

 ⑵ 事業内容 

  地域住民が世代を超えて集い交流する「つながる！つがる笑顔まつり」の開催 

 や、発達障害に対する理解促進を目的とした「はっぴーすまいるラボ」を年２回  

 開催。子育て世代を対象とした情報交換や創作活動の場として「mama’sカフェ  

 （クラフト展・子育てに関する情報交換）」を実施するとともに、毎月第３日曜 

 日に多世代が集う交流サロン「がっぱど」を開催し、継続的な居場所づくりを行  

 う。 

成果と課題 

  家庭教育支援団体が主体となった講座や交流活動を通じて、保護者が子育てや家

庭教育について学び合い、悩みや経験を共有する機会が広がった。これにより、子

育て世代の孤立防止や保護者同士のネットワーク形成が促進され、地域における家

庭教育支援体制の充実につながっている。 

  事業の継続的な実施に向けて、活動を支える人財や安定した財源の確保が課題と

なっている。また、団体の活動内容や取組の意義について、地域への周知が十分と

は言えず、より幅広い参加者層の掘り起こしが求められる。 

 

成果と課題 

  ジュニアアスリートとその保護者を対象に、成長期に必要な栄養や、練習前後に 

 おける適切な食事・補食の考え方について学ぶ機会を提供し、競技力向上と健康的 

 な身体づくりへの理解を深めることができた。特に、日常の食事内容や補食のタイ 

 ミングに関する具体的な説明により、家庭における食事の工夫や見直しにつなが 

 るなど、実生活に即した学びの機会となった。 

  参加者が特定の競技や関心層に偏る傾向が見られ、より幅広い競技種目や未経 

 験層への周知・参加促進が課題となった。また、講座が単発開催であったため、学 

 んだ内容の定着や継続的な実践につなげるためのフォローアップや、年代・競技特 

 性に応じた内容の深化が今後の課題である。 



- 13 - 
 

 

関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

１ 事業名 市内小中学校の学校開放事業 

 ⑴ 目的 

   市内小中学校を地域活動の場として開放することにより、地域における文化、 

  スポーツ等の振興を図ることを目的とする。 

 ⑵ 事業内容 

   市内小中学校の体育館等の施設について、学校教育活動に支障のない範囲で、 

  スポーツ少年団や地域クラブ、社会人団体などの地域団体を対象に開放する。 

  利用にあたっては、申請・許可制度を設け、使用目的や利用時間を明確にした 

 うえで、施設の適正かつ安全な管理運営を行う。 

 

成果と課題 

  学校施設を地域住民に開放することにより、身近な場所でスポーツや文化活動 

 に取り組む機会が拡充され、地域住民の健康増進や交流の促進につながっている。 

 学校施設の有効活用が進むとともに、学校・地域・教育委員会の連携が深まり、地 

 域全体で学校を支える意識の醸成にも寄与している。 

  また、これからの中学校部活動の地域展開にも、場の確保として必須の事業で 

 ある。 

  冬期間における暖房設備の使用や費用負担の整理、鍵の管理体制の明確化など、 

 施設管理面での課題が残っている。あわせて、施設や備品の破損等が生じた場合 

 の対応フローの周知や、利用団体間における利用調整・優先順位の考え方につい 

 て、より分かりやすい運用ルールの整備が求められている。 

 

 

つがる市地域学校協働 

活動推進員研修会 

             

                                 つがる市学校運営協議会委員及び 

                                  地域学校協働活動推進員研修会 
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◇鰺ヶ沢町教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名 「ふるさと学習」 

 ⑴ 目的  

   町が示す５つの柱「世界自然遺産白神山 

  地」「日本遺産北前船文化」「津軽藩発祥 

  の地」「町の営み」「どんな自分になりた 

  いか」を基に、小中一貫した鰺ヶ沢町らし 

  い学習カリキュラムを構築し、ふるさと教 

  育を進める。 

  

 ⑵ 事業内容 

   学習会の開催 

    ① 津軽藩発祥の地種里城について 

      （光信公の館特別展見学） 

    ② 白八幡宮大祭学習会 

      （鉦叩き、踊り体験、行列道具、 

      衣装着付け体験） 

    ③ 歴史探求学習会 

      （現地調査～発表会） 

    ④ 昔の道具学習会（民具等の見学） 

    ⑤ 北前船史跡等現地見学 

成果と課題 

【成果】 

   今年度は、４年に１度開催される白八幡宮大祭が８年ぶりに開催されたこと 

  や、津軽藩始祖大浦光信公の没後５００年となる節目の年だったことから、大祭 

  に関する踊りや芸能体験、衣装の着付け体験、行列での道具について学んだり、 

  津軽藩発祥の地である種里城について学習したりするなど、小中学校一貫した学 

  習カリキュラムに取り組んだ。 

 

【課題】 

   ふるさと学習における農業、産業、経済について講師となる人材の確保が、年々 

  厳しい状況となり、人材の育成や新たな分野を開拓しながらふるさとへの愛着や 

  誇りを持てる児童生徒を育てることが課題である。 

 

 

                                  

 

白八幡宮大祭 

の様子 
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学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 
１ 事業名 「ＣＳタウンミーティング」 

 ⑴ 目的 

   地域と学校が「地域とともにある学 

  校」を目指し、両者が一体となって連 

  携・協働して地域の子どもたちを育む 

  ため、鰺ヶ沢町の学校をどんな学校に 

  したいのか、子どもたちをどんな子ど 

  もに育てたいかを学校や地域の様々な 

  方たちと一緒に話し合う。 

 

 ⑵ 事業内容 

   令和７年度テーマ「未来の鰺ヶ沢はどうなればよいか」 

   熟議（グループ協議）                                                                                              

   全体発表 

 

成果と課題 

【成果】 

   今年度は町内小中学生にも参加をしてもらったことで、大人では気づかなかっ 

  たことや、子どもではわからなかった意見が述べられるなど、充実したミーティ 

  ングとなったとともに、話題となった意見については学校運営協議会で協議さ 

  れ、「すぐに実践できること」「今後時間をかけて取り組んでいくこと」に分け 

  られるなど、協働体制の推進が図られた。 

 

【課題】 

   地域住民へのコミュニティ・スクール、タウンミーティング、学校運営協議会 

  に対する認知度がまだまだ低いことから、更なる認知度を高めるための周知方 

  法、活動等の情報提供の強化が必要である。 

 

 

家庭教育支援の充実 

１ 事業名 「みんなで子育てフェスティバル」（年２回開催） 

             

 ⑴ 目的 

  ① 子育て世代の親子が気軽に集い、ともに 

   学び、楽しい時間を過ごす場を提供する。 

  ② 家庭教育を支援する団体や関係機関、他 

   課と連携を図ることで、地域の活性化を図 

   る。 

  

 ⑵ 事業内容 

      町ほけん福祉課、町子育て支援センターの委託先である舞戸子の星こども園と  

  連携でのイベントを開催。 
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成果と課題 

【成果】 
   今年度は春・秋の年２回開催したことで、他課や関係機関などそれぞれの役割 
    分担を決めて実施することができた。また、フェスティバルを通じながら協力体 
    制の強化が図られ、繋がりができたことで、家庭教育分野以外での生涯学習講座 
    や教室にも参加される親子が増えるなど、良い影響が現れはじめてきた。 
 
【課題】 

   引き続き、他課や子育て支援団体との繋がりを強化し、子育て支援体制を構築 
    していく。また、子育てに協力できる高齢者への働きかけを行い、地域全体で子 
    育て支援に携わっていけるような組織づくりを整備していく。 

 

関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

１ 事業名  「鰺ヶ沢町町民文化祭」 

 ⑴ 目的 

   町文化団体の日頃の成果を展示・発表し、 

  地域住民が芸術、文化を鑑賞することで、 

  教養向上と文化創造活動の活性化を図る。 

 

 ⑵ 事業内容 

  ①展示部門 １０月２５日（土）・２６日（日） 日本海拠点館 

  ②芸能部門 １１月 ２日（日） 舞戸公民館 
 

成果と課題 

【成果】 

   町民文化祭の開催日を展示部門と芸能部門を別日にしたことで、芸能部門に出  

  演した団体や婦人会の会員たちもゆっくり作品展示を鑑賞することができるよ 

  うになった。また、展示部門の作品を同じフロアで展示したことで、各文化体団 

  体の交流が図られた。  

 

 【課題】 

   文化団体、婦人会とも高齢化が進んでおり、後継者の育成支援が急務である。  

  各文化団体の活動を広く町民へ周知し、引き続き支援体制の強化を図る。 
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◇深浦町教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名 深浦町小学生「生きる力」育成研修会「アドベンチャーキャンプ 2025」 

 

 ⑴ 目的 

   子どもたちが日常から離れ、自然の中で 

共同生活を行うことにより、自主性や協調 

性を養い、たくましく「生きる力」を身に 

つけ個々のスキルアップを目指す。 

様々なプログラムを通して、夏休みの思 

い出づくりや友達づくりを行い、郷土深浦 

の自然の素晴らしさや家族の大切さを学ぶ。 

 

 ⑵ 事業内容 

   小学生高学年（４～６年）を対象に参加者２４名（６人×４班に編成）が１泊２日の

日程で、テント設営、火起こし体験、竹飯ごうカレーづくり（夕食）、バケツプリンづく

り、棒パンづくり（朝食）、貝殻・シーグラスフォトフレーム工作、モルック大会を体験。 

   「大人はしらんぷり」をコンセプトに、班の仲間と協力しながら自分たちの力で各メ 

  ニューを行うよう取り組んだため、１泊２日の短い時間ながらも子どもたちの自主性や   

  協調性など個々の成長を感じることができた。初めて工具や刃物を使う子どもが多く、 

  時間内に工程が終了できなかった班もあり、タイムスケジュール意識とみんなが知恵を 

  出し合い協力する仕掛けが必要と感じた。自然体験や他校との交流が魅力的な事業であ 

  る。  

２ 事業名 深浦町生涯学習フォーラム 

 

 ⑴ 目的 

 町にルーツを持つ音楽家によるヴァイ 

オリンとチェロのミニコンサートを開催 

し、一流の音楽に触れ芸術を楽しむ感性 

や創造力を育むとともに、講話や交流を 

通し郷土への理解と愛着をより一層深め 

てもらう。 

 

 ⑵ 事業内容 

   深浦町出身の父を持つ姉の岩谷明石氏（ヴァイオリン奏者）・妹の詩織氏（チェロ奏者）

の「岩谷姉妹」による、クラシックの名曲やジブリ音楽など全 14 曲のミニコンサート

と、演目の合間に音楽にまつわる講話や演奏体験会を実施した。 

 深浦町にいながらヴァイオリンとチェロの本格的な演奏を体感・体験できるまたとな

い機会ということで、町内外から９０名の方に参加いただくことができた。優れた音楽

を間近で聴くだけでなく、曲が生まれた時代背景などのエピソードを聞いたり、実際に

ヴァイオリン・チェロの楽器に触れ、岩谷姉妹から音の出し方や簡単なフレーズの演奏

指導を受けることができ、参加者は音楽や芸術に関する学びを深めることができた。 
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 今年度は音楽をテーマに開催し多くの

参加者を集めたが、町外からの参加割合が

やや高く、また児童生徒の参加も少な 

かったので、特にターゲットとなる地区 

や年代向けに重点的に声がけを行うなど、 

効果的な募集方法について検討が必要で 

ある。 

 深浦町にゆかりのあるプロの音楽演奏 

者が郷土のためにコンサートを開催する 

ことで、音楽を通し人生経験や学習により体得した能力を次世代へ伝えることができた。 

 

成果と課題 

  郷土の自然の豊かさや歴史・文化と関わり、それを生活に生かし継承・発展させていく  

 学習機会ができたと考える。今後も町民や子どもが気軽に参加しやすい学習ニーズを把握 

 し、未来を担う地域人材の育成に取り組みたい。

 

学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 

１ 事業名 深浦町人材バンク活用事業 

 ⑴ 目的 

   仕事や趣味、生活を通して身につけた技術 

や知識を持った人を町民講師「ふかうら達人 

倶楽部」として登録し、学びたい人が「いつ 

でも・どこでも・だれでも・何でも」学習で 

きるための紹介・橋渡しを行う。 

 ⑵ 事業内容 

   「ふかうら達人倶楽部」登録講師（令和７年度時点 93 名）を、必要に応じて各学校の 

クラブ活動や各種団体のサークル活動、町内会の集会などに講師として派遣する。令和

７年度は深浦小学校（陶芸）・修道小学校（陶芸、大正琴、押し花、手芸）の２校５クラ

ブにおいて、本事業の登録講師５名を活用し延べ４３講座を実施した。 

成果と課題 

  ふかうら達人倶楽部の活用により、拡大クラブ 

 として地域住民と児童生徒が交流しながら、クラ 

 ブ活動の中で様々な体験や挑戦が意欲的に行われ 

 ている一方で、人口減や高齢化に伴う講師の確保・新規 

 発掘が課題となっている。今後コミュニティ・ス 

 クール導入を検討していることから、地域と学校 

 とのつながりに重点を置いた事業を展開していき 

 たい。 
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家庭教育支援の充実 

１ 事業名 キッズフェスティバル 

 

 ⑴ 目的 

   親子のふれあいや地域のつながりを持つ 

ことによって、親としての学びや子育ての 

支え合い（家庭を孤立させない）を目的に 

気軽に参加できて楽しめる事業とする。 

   また、小中学生ボランティアスタッフと 

して活用し、地域社会や他者に貢献するこ 

とで積極性や思いやりの心を養うことが目 

的である。 

 

 ⑵ 事業内容 

   オープニングは保育園児によるマーチング・お遊戯を披露し、５つのコーナーに分か

れ、元気運動・牛乳パックコマづくり・お菓子づくり・絵本の読み聞かせ活動を行った。 

  子育て支援団体ほほえみによるハロウィンおばけの壁紙づくりを実施。また休憩室（お

むつ交換）設置し、イベントに参加しやすいよう配慮した。 

   開催場所が深浦地区のため、岩崎地区と大戸瀬地区の参加者が少ないと感じた。 

   ボランティアスタッフとして小中学生（１６人）が協力してくれたおかげで会場も楽 

しく明るい雰囲気となり大好評であった。 

 

２ 事業名 軽スポーツフェスティバル 

 

 ⑴ 目的 

   健康増進と軽スポーツの普及のため軽ス 

ポーツフェスティバルを実施し、気軽に体 

を動かす楽しさと自己の健康管理に関心を 

持つことができる。 

 

 ⑵ 事業内容 

   例年スポーツ庁が実施している体力運動 

能力調査を成年・高齢者を対象に測定し現 

状の体力や筋力を知ることができる。 

測定終了後はラダーゲッター、シャフルボード、ユニカールの３種目による賞品をか

けた軽スポーツ大会を開催し、小学生から高齢者までランダムにチーム編成を行い、対

抗戦で軽スポーツ競技を楽しむことができた。親子が一緒に活動することで家族のつな

がりや絆を深めることができた。また高齢者の運動不足解消と健康意識の位置づけに繋

がったと考える。 
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３ 事業名 ハロウィンウォーキング 

 

 ⑴ 目的 

   深浦町の社会教育施設の魅力を親子で発 

見するとともに、ウォーキングをしながら 

ハロウィン仮装の楽しさと健康増進や運動 

不足を解消、参加者同士の交流を深める。 

 

 ⑵ 事業内容 

   保育園児６名、小学生８名、保護者９名 

の合計２３名の親子が参加した。 

ハロウィンの仮装をした親子がウォーキ 

ング（約 2.5ｋｍ）で、役場周辺の社会教 

育施設（歴史民俗資料館美術館、文学館、風待ち館）を訪問する。 

施設見学後に〇×クイズで正解した場合と、合言葉「トリック・オア・トリート」の

発声で館長からお菓子のプレゼントがもらえる。ゴール後は完歩賞及び施設スタンプラ

リーの景品として、再びお菓子の詰め合わせをプレゼントする。 

ハロウィンの季節に合わせ参加者のほか、教育委員会職員も全員仮装し、雰囲気を盛

り上げ参加者と一緒に楽しむことができた。また、各社会教育施設職員の全面的な協力

もあり、工夫を凝らした演出や仮装は参加者からも驚きと笑いがあった。当日は天候に

も恵まれ、けがやリタイヤもなく保育園児を含む全員が無事にゴールできた。 

親子で好きなキャラクターに変身し、普段とは違う服装での仮装ウォーキングは、健

康的で親子で一緒に楽しめる良い機会であったため参加者から大変好評であった。 

  

成果と課題 

  家庭教育支援事業として、今後も子育て中の親同士が互いに交流や情報共有できる機会   

 を増やし、一人（孤立）で悩まず学びや子育てが充実するようなイベントを開催し支援の 

 充実を図りたい。また、親子や家族での参加ができるスポーツ大会を取り入れ、多世代間 

 交流と親子のつながりや家族との大切さを学ぶ事業を推進する。 

  今年度の新規事業として社会教育、社会体育、子育て支援の３つの要素を取り入れた親 

 子でのウォーキング事業は、社会教育施設の役割を理解し、生涯学習の基本である個々の 

 学習機会と親子のふれあいを目的として実施できたことは大きな成果である。次年度以降 

 も魅力的な事業として工夫を凝らし継続していきたい。 
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関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

１ 事業名 青森県立郷土館 特別移動博物館 

 

 ⑴ 目的 

   青森県立郷土館が所蔵する資料の中で、 

深浦地域から産出・発見された化石標本 

を文化施設で展示・紹介し、町民へ地域 

の歴史や魅力、自然環境に理解を深めて 

もらう。 

 

 ⑵ 事業内容 

   「特別移動博物館」と称し２日間の日 

程で岩崎地区文化祭にコーナーを設け化 

石や出土品を展示した。実際に化石に触 

ることや学芸員による説明、ワークショ 

ップを開催し「化石レプリカ作り体験」や「化石カード」を幼児から小学生まで体験す

ることができた。普段触ることのない化石や貴重な出土品を観ることにより、子どもた

ちがとても興味を示し、学芸員に恐竜のことや考古学についての質問をしている姿が印

象的だった。 

   

２ 事業名 楽しく運動能力ＵＰ！ふかうらスポーツ教室 

 

 ⑴ 目的 

   生涯にわたってスポーツに親しむ児童 

生徒を育成するため、弘前大学教育学部 

保健体育ゼミと連携し、各種目の基礎的 

な体の動かし方や技術を学ぶ機会とする。 

 

 ⑵ 事業内容 

   将来体育教師を目指す５名の学生から 

町管内小中学生（希望者）が２日間の日 

程でバドミントン、バスケットボール、 

バウンドテニスの専門的な指導を受けた。 

   小中学校の部活動にない競技を学生から丁寧に教わることで、スポーツの新しい魅力

と競技技術の向上を図ることができた。真剣に取り組む姿勢と学生と楽しそうな笑い声

もあり会場は終始和やかな雰囲気であった。年齢の近い大学生とスポーツを通じ交流を

深めたことにより参加した小中学生にとっても貴重な２日間であった。 

   また、体育教師を目指す学生への指導は、元気で明るく丁寧な対応を心掛けており、

弘前大学教育学部教授の指導に感銘を受けた。  

 

 

成果と課題  

  次年度以降も県、弘前大学、企業、各団体等と連携し、町民のニーズに合わせた、町主 

 催以外での特別授業や展示会を開催し、歴史文化、スポーツに限らず他分野での地域活性  

 化につながる生涯学習の学びの機会を取り入れていきたい。 
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◇板柳町教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名  ふるさと町民講座 
 
 ⑴ 目的 

  生涯学習の推進と個人の余暇活動の充実を図るため、町民に対して様々な講  

 座、学習機会を提供し郷土の歴史と文化に誇りをもった人間性豊かな町民の育成 

 を図る。 

 

 ⑵ 事業内容 

   ・障がい疑似体験 パラスポーツ体験イベント 
  ・金魚ねぷたづくり教室 

   ・クリスマス親子お菓子づくり教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業名  りんごの里気楽塾  

 

 ⑴ 目的 

  町民の活動を支援するため、指導者の育成や確保し社会教育指導体制の充実を  

 図る。 

 

 ⑵ 事業内容 

  ・茶道体験講座 
 

 

 

 

 

 

成果と課題 

  事業のマンネリ化があったため、今年度より新規事業を計画し実行した。 
参加募集開始から３日程度で定員となるなど好評であった。 

  マンネリ化防止のため、事業後アンケートによりニーズを把握して定期的に事業  
 の見直しを行いたい。 
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学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 

１ 事業名 地域学校協働活動本部事業 

  

 ⑴ 目的 

   地域の人々が学校と連携・協働しながら、地域全体で子どもの成長を支え、地 

  域を創生するため、地域と学校をつなぐパイプ役として、推進員を管内小中学校 

  へ１名ずつ配置。学校のニーズに対応したボランティアを探し活動している。 

 

 ⑵ 事業内容 

   学校からの要望に応じて、地域の様々な方々の参画を得て、授業の補助、自学 

  自習等の支援、部活動の指導、図書の整理や読み聞かせ、花壇や樹木の整備等の 

  校内の環境整備、登下校時における子どもの安全確保に係る活動、学校行事の運 

  営支援活動を実施している。 

   図書館と各小学校へ家読リレー用図書を設置している。 

成果と課題 

  学校のニーズに対応したボランティアを探し活動しているが、地域ボランティア  

 の高齢化により後継者を探すのが難しい。 

  家読リレーについては少しずつではあるが浸透してきている。一方で推進員の業 

 務負担の増加がある。 

 

 

家庭教育支援の充実 

１ 事業名 「読書のまち」による家庭教育支援 

 

 ⑴ 目的 

   子どもたちが発達段階に応じた読書の機会を得 

  ることによって、文字に親しみ、言葉を学び、豊 

  かな心を育む。 

 

 ⑵ 事業内容 

 幼児から小学３年生を対象に読書週間等、おは 

なし会による絵本の読み聞かせを開催している。 

 

 

成果と課題 

  おはなし会として活動する団体が１団体増えた。 

  活動する場を多く提供できることが理想だが、既存の講座等を分担するようなか 

 たちになっている。 



- 24 - 
 

 

関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 
 

１ 事業名 

［家庭・地域・学校、関係機関が連携した読書活動推進事業］ 

読書のまち推進体制「家読リレー」 
 

 ⑴ 目的 

   家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話すことで家族のコミュニ 

  ケーションを深める。 

 

 ⑵ 事業内容 

 各小学校へ年間約 120冊の家読リレー用図書を設置し、学校図書担当教諭、 

推進員も家読活動を推進している。 
 

成果と課題 

  家読の配本を楽しみにしている児童がいた。 

  親子だけでなく兄弟姉妹で読み聞かせなどをして、会話を楽しんでいる様子も見

られた。 

  高学年になるにつれて家読に挑戦する児童が減っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             こども司書養成講座の 

                             修了生による「読み聞かせ」 
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◇鶴田町教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名 鶴田町町民教養講座 

 ⑴ 目的 

   地域住民の学習ニーズを把握するとともに、自主的に学習できるよう場所や機

会の提供に努める。 
 

 ⑵ 事業内容 

   実施時期：６月～12 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室名 実施回数（回） 延べ人数（名） 

アート教室 １５ １７０ 

ヨガ教室 １５ ３７７ 

三味線教室 １７ ２２６ 

料理教室 ８ ６４ 

陶芸教室 ２６ ２６６ 

英会話教室 １６ ３１７ 

パソコン教室 １５ ２０５ 

料理教室 PART2 ７ ７９ 

成果と課題 

チラシやホームページの活用により、幅広く周知することで参加者の増加につなが 

った。また、料理教室 PART2 とパソコン教室の時間を夜に変えたところ、『参加しや

すくなった』との声も聞かれた。特にパソコン教室は、下山学園の協力を得ながら充

実した学習機会となっている。 
 

次年度もリピーターだけではなく、より多くの方々に充実した学習内容を提供でき 

るよう、周辺地域や講師などの条件も考慮しながら実施したい。 

   

 

キッチンカーもたくさん並び、大盛況だった町民文化祭  
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学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 

１ 事業名 鶴田町学校運営協議会 

 ⑴ 目的 

   教育委員会及び学校長の権限と責任のもと、保護者及び地域住民等の学校運営

への参画並びに支援・協力を促進することにより、学校と保護者及び地域住民等と

の間の信頼関係を深め、学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組む。 
 

 ⑵ 事業内容 

   ◎鶴田小学校６年生（86 名）「米作り体験」 

６月３日（火）田植え、９月 19日（金）脱穀、１月 30 日（金）もちつき 

 協 力：鶴田町農業委員会、つがるにしきた農協鶴翔統括支店 

 

◎鶴田中学校３年生（85名）「避難所防災訓練」 

６月 27 日（金） 

テーマ：令和６年能登半島地震における青い森 JRAT の活動 

講 師：青森県災害リハビリテーション連絡協議会 

     事務局長 西村 信哉 氏 

成果と課題 

 小学校による「米作り体験」では、体験することにより、米のよさや大切さ、米作 

りに関わる人々の苦労や願いに気付き、さまざまな食文化や食生活に関心をもっても 

らうとともに、地域住民との交流を深めることを目的に行っている。 

 中学校では、中学生の防災意識を高め、防災に関するスキルを学び、防災対応能力 

の向上を目指すとともに、地域組織等と連携を図り、防災を通じて安全で安心な地域 

づくりにも貢献することを目指している。 
 

 小学校６年生による米作りは、スケジュールの都合で稲刈りができず、昔ながらの 

足踏脱穀機や千歯扱きを使って脱穀を行った。稲刈りを楽しみにしていた児童が多数 

いたようであり、来年度は全員が稲刈りを含め全ての工程を体験できるように日程調 

整をしたい。 

 中学校３年生による避難所防災訓練では、中学校が避難場所にもなっていることか 

ら、簡易ベッドや簡易トイレ、テント等を保管してある場所から運び出しを行い、組 

み立てを行った。今後は、ここで学んだことを地域住民にも伝えられるよう、中学 

生も即戦力・実働部隊として積極的に活動できるように、防災意識を高めていきたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

                          鶴田町学校運営協議会主催 

                         鶴田小学校６学年「もちつき」 
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家庭教育支援の充実 

１ 事業名 サンシャインスクール利用家庭に対する支援 

 ⑴ 目的 

   放課後子どもプラン推進事業である「サンシャインスクール」を利用する児童の

健全育成に努める。 

 

 ⑵ 事業内容 

   サンシャインスクールを利用する児童の保護者を対象に、子育て等に関する相

談を随時行っている。 

成果と課題 
 
 必要に応じて、教職員の力を借りながら学校と連携し問題解決に取り組んでいる。 
 今後は、放課後等デイサービスやフリースクールを行っている「ミライク学園」と 

も連携しながら問題解決に取り組んでいきたい。 

 

関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

１ 事業名 鶴田町町民文化祭 

 ⑴ 目的 

   地域住民が学習成果や能力を活かし、主体的にボランティア活動等の社会参加

活動に取り組み、それらを発表できる機会の提供に努める。 
 

 ⑵ 事業内容 

   期 日：11 月 15日（土）・16日（日） 

   場 所：鶴田町公民館、鶴田町体育センター、武徳館、 

       鶴田町保健福祉センター「鶴遊館」 

   文化協会による芸能発表会、書道展示及び書道パフォーマンス、鶴田町写真ク 

ラブの作品展示、児童生徒による作品展示、フリーマーケット、医療・福祉に関 

する相談等。 

成果と課題 

 入場者数は、15 日（土）3,396名（前年度より 778名増）、16 日（日）2,737 名（前 

年度より 404 名増）となり、２日間とも、町内外からたくさんの方々にお越しいただい 

た。今年度は、幅広く町民の方に参加してもらえるように、キッチンカー団体にも声を 

かけ、食に関する出店を増やした。また、巡回ワゴン車を町内全域に運行していたが乗 

車率が悪かったため、乗り合いの送迎車を準備して対応し、利用者からはとても好評で 

あった。文化協会による芸能発表会では、下山学園の生徒が「鶴田夢音頭」を踊り、老 

若男女が喜び・楽しめる発表会となった。マンネリ化している部分もあるため、例年同 

様ではなく、新しいアイデアやプログラムの導入を検討し、地域の若者や異なる世代の 

参加を促進するための工夫も必要と感じた。 
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◇中泊町教育委員会 

地域人財の発掘・育成 

１ 事業名 小学校体育授業サポート 

 ⑴ 目的 

運動の得意な児童と苦手な児童すべてが「わかる」「できる」体育の実現を目指

し、教員の体育（跳び箱・マット運動等）の授業において、指導補助や準備運動

等の支援を行う。また、教員の指導力向上につながる助言等を行う。 

 

 ⑵ 事業内容 

対象を、跳び箱運動・マット運動・リズム運動・バランス運動等とし、教員と

打合せた上で支援方法を決定し、指導を行う。実施回数は１小学校につき１０コ

マまで。 

 

成果と課題 

体育授業サポート事業について、体育指導に不安を抱える教員も多いなかで、指

導面での不安が軽減され、授業の充実につながった。教員からは「非常に助かって

いる」との声が多数寄せられ、支援の有効性が確認できた。すべての教員が体育指

導に十分な経験や専門性を有していないことから、継続的な支援体制の構築が課題

である。 

 

 

学校・家庭・地域の連携・協働（コミュニティ・スクールを含む） 

１ 事業名 小学校芸術鑑賞会 

 ⑴ 目的 

町内全小学生を対象として芸術作品に触れる機会を提供するもので、人間性

を育むとともに豊かな感性と情操を培い、未来を担う主体的な人材を育成の育

成を図る。 

 

 ⑵ 事業内容 

「リスボン博士のサイエンスショー」 
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２ 事業名 なかどまりスポーツフェスティバル 

 ⑴ 目的 

町民の健康保持と体力づくりを目指すと共に、健全なレクリエーション活動を

通じた世代間交流により町民相互の融和を図る。 

 

 ⑵ 事業内容 

中泊町が好きであれば、どなたでも参加できるイベント。種目としては、パン

食い競走、借り物競走、瓶釣り、洗濯リレー、サイコロ運試し競走、野菜詰め放

題、ダンシング玉入れ、大じゃんけん大会のほか、陸上競技場フィールド内では

グラウンドゴルフ、モルックなど、気軽に親しめる軽スポーツの体験も行った。 

 

成果と課題 

小学生芸術鑑賞会については、今年度はサイエンスを取り入れた内容とし、芸術

に加えて学問的視点を融合させた新たな試みを実施した。これまでは「音楽」と「演

劇」を交互に実施してきたが、昨年度は「落語」を取り入れるなど、多様な演目へ

と工夫を重ねている。今後も演目の幅を広げ、児童の発達段階や関心に応じた演目

を選定し実施していく。 

スポーツフェスティバルについては、各種競技に幅広い年代の町民が参加し、世

代を問わず楽しむことができた。一方で、中学生や高校生の参加が少なかったこと

から、今後はこれらの年代への参加促進が課題である。 

 

家庭教育支援の充実 

１ 事業名 リフレッシュ講座 

 ⑴ 目的 

子育て中の疲れを軽減するリラクゼーションや、子育てに関する教養の提供

を通じ、保護者が子育てしやすい環境を整え心身を癒やし、リフレッシュする

時間と場所を提供することを目的として実施する。 

  

 ⑵ 事業内容 

好みのアロマオイルを使ったハンドクリーム作りやヨガ体験、小児看護専門家

による悩み相談会を行うほか、同じ立場の親同士が交流し、悩みを共有する機会

を設けている。 
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成果と課題 

 町内のこども園や保育園で実施しており、参加者は子どもを預けて安心して講

座に参加できる。講座では参加者同士の交流が活発に行われ、そのつながりから

新たな子育てのヒントを得る機会ともなった。参加者（親）の笑顔が増えること

で会場の雰囲気が和らぎ、家庭においても明るく子どもに接することにつながっ

たものと考えられる。 

 

 

関係機関・団体等によるネットワークづくりの推進 

１ 事業名 西北五つがる地区社会教育担当者協議会 

 ⑴ 目的 

本協議会は、地域づくりの手法を具体的にイメージできるよう、より実践的に

学ぶ機会を提供することを目的として実施されている。 

 

 ⑵ 事業内容 

各種研修会への参加により、他市町の生涯学習・社会教育関係職員との交流を

通じて参考事例の情報交換が行われ、本町の社会教育担当職員の資質向上を図る

ものである。 

 

成果と課題 

各種研修会に参加し、他市町の生涯学習・社会教育関係職員との交流を深めるこ

とができた。情報交換を通じて、地域性は異なるものの、多くの市町が共通する課

題を抱えていることが確認された。また、他市町においては本町にはない特色ある

取組や有効な施策が実施されており、今後の事業推進に向けた参考となった。一方

で、得られた知見を本町の実情に即してどのように活用していくかが課題である。 

 

                 

              こどまり学園で行われた「町民文化祭」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

               中里中学校吹奏楽部の演奏に聞き入る地域住民 



青森県教育支援プラットフォーム西北地区実行委員会委託事業

働く人との対話集会
10 月 29 日（水）中泊町立中里中学校
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Ⅳ 参考資料

１ 委託事業 社会教育を核とする地域ネットワーク活用促進事業
⑴ キャリア教育の推進（青森県教育支援プラットフォーム西北地区実行委員会委託事業）

① 働く人との対話集会（キャリア教育推進のためのコーディネート業務）

【趣 旨】

職業人との「対話」機会を設け、夢や志をもって働くことの意義、目的などを学

ばせ、自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けさせることで、生徒の

キャリア発達を促す。

【概 要】

〇 日 時 令和７年 10 月 29 日（水） ９：30 ～ 11：25

〇 場 所 中泊町立中里中学校

〇 参加者 中里中学校１・２年生（76 名）小泊中学校１・２年生（22 名）

講師 19 名、他実行委員

〇 内 容 ・参加生徒の希望に沿って教育支援プラットフォーム西北地区実行

委員会が中心となり、講師選定や依

依頼を行う。

・生徒は興味のある職種を３つ選択し

講師との対話によって職業・勤労に

ついての理解を深める。

② 地元企業とのネットワーク会議

※ ①の働く人との対話集会終了後実施

【趣 旨】

学校、企業、教育支援プラットフォーム、地域学校

協働活動本部等の関係者同士がお互いに「顔の見える

関係」を築き、地域の未来を担う人財像を共有するた

め、各地区において会議を開催し、関係者同士による

意見・情報交換を行う。

【概 要】

〇 日 時 令和７年 10 月 29 日（水） 11：35 ～ 12：05

〇 場 所 中泊町立中里中学校

〇 参加者 24 名（研修会参加者、働く人との対話集会の講師、実行委員、

中里中学校教職員）

〇 内 容 対話集会の振り返り（成果と課題、次年度以降の関わりについて）

③ 「わが社は学校教育サポーター」新規登録及び登録企業の周知

【趣 旨】

各関係機関と連携して情報収集しながら、新たに「わが社は学校教育サポーター」

に登録する企業を新規開拓する。また、「わが社は学校教育サポーター」に登録さ

れている企業についての周知を学校等に対して行う。

【概 要】

〇 期 間 令和７年７月～令和８年１月

〇 内 容 学校及び企業・事業所等の訪問
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２ 関連事業
⑴ 青森と自分の未来を”カタル”！「キャリサポ」事業

【趣 旨】

ワークショップで、コミュニケーションやコーチングのスキルを身に付けた大学生

と自分の今と将来等について「カタル」ことにより、自分自身と向き合うきっかけづ

くりとする。

【概 要】

〇 日 時 令和７年９月 19（金）13：25 ～ 15：15

〇 場 所 五所川原市立五所川原第二中学校

〇 参加者 大学生７名 五所川原市立五所川原第二中学校 全校 50 名

〇 内 容 テーマ「可能性」のもと、参加した中学生に「自分が将来やりたいこ

と・続けていきたいこと・挑戦したいこと」等に向き合わせ、考えさ

せるワークショップを通して、それぞれの可能性に気づかせる。

⑵ 第 66 回青森県公民館研究フォーラム

【趣 旨】

公民館等職員が一堂に会し、生涯学習・社会教育の中核施設であり、重要な役割を

果たしてきた公民館が、多様な学習ニーズや活動に応える生涯学習の構築を目指し、

将来がいかにあるべきか研究討議して関係職員の資質向上に資する。

【概 要】

〇 日 時 令和７年 10 月 16 日（木）13：00 ～ 15：30

〇 場 所 鶴田町国際交流会館「国際交流ホール」

〇 参加者 106 人

〇 内 容 ・講義 「地域を耕し未来を創る公民館の可能性

～公民館事業の意味を問い続けて～」

講師 千葉県君津市教育委員会 生涯学習文化課

副課長 布施 利之 氏

・実践発表 「学びの場は、つながりの場」

発表者 鶴田町教育委員会 社会教育係

鶴田町公民館職員

係長 石岡 夏美 氏 専門員 笹森 悦子 氏

３ 表彰

⑴ 子供の読書活動優秀実践図書館表彰 五所川原市立図書館

⑵ 視聴覚教育・情報教育関係表彰 つがる市ＩＣＴ支援員 森山 和康 氏



 




